と 半分 折れて 出た ので お徳 

あけたて 

「そう 言 えば そうさ。 だからお 前さん さえ 開閉 を 厳重 

ま 

に 仕て おくれなら 先ァ 安心 だが、 お前さん も 知って る 

こ こ くずや やつ うろうろ 

だろう 此里は コ ソ コソ 泥棒 や 屑屋の 悪い 奴が 漂 行す る 

す き このごろ 

から 油断 も 間際 もな り や 仕ない。 そら 近頃 出来た パン 

さん あそこ 

屋の 隣に 河 井 様て 軍人さん が あるだろう。 彼 家 じゃァ 

一 一 三日 前に 買 立の 銅の 大きな 金盥 を ちょろり と 盗ら 

れ たそう だからね え」 

「まァ どうして」 とお 源 は 水 を 汲む 手 を 一 寸と 休めて 

振り向いた。 

「井戸 辺に 出て いたの を、 女中が 屋 後に 干物に ハ$ つた 



ま や やつ ぱリ 

ぼつち りの 間に 盗られた の だと サ。 矢 張 木戸が 少しば 

あ 

かし 開いて いたの だと サ」 

ほんと 

「ま ァ、 真実に 油断が ならない ね。 大丈夫 私 は 気を附 

や ちょっと そと 

ける が、 お徳さん も 盗られ そうな もの は 少時で も 戸外 

に 放棄って 置かん ようにな さいよ」 

あ-こ ~> 

「私 はま ァ そんな こと は 仕ない 積り だが、 それでも、 

ツイ 忘れる ことが 有る からね、 お前さん も 屑屋なん か 

に 気を附 けて おくれよ。 木戸から 入る にや 是非お 前 さ 

うち 

ん 宅の 前 を 通る の だからね」 

と まき 

「ええ 気を附 ける ともね。 盗られる 日に や 薪 一本 だつ 

ひときれ 

て 炭 一 片だ つ て 馬鹿々々 しいから ね」 



う ま 

にも 美味そう であった。 

しょさ のま 

お 源 は 亭主の この 所為に 気 を 呑れ て 黙って 見て いた 

や あき 

が 山 盛 五六 杯 食って、 未だ 止めそう もない ので 呆れ も 

し、 可 笑 くもなり 

「お前さん そんなに お腹が 空いた の」 

〈- つま..： ， つ おれ お- P つ 

磯 は 更に 一 椀 盛け ながら 「俺 は 今日 半 食 を 食わない 

の だ」 

「どうして」 

「今日 彼 時から 往 つ たら 親方が 厭な 顔 をして- J の 多忙 

し い 中 を 何で 遅く 来る と 小言 を 言った から、 実は これ 

てめ え 

これ だって 木戸の 一件 を 話す と、 そんな 事 は 手前の 勝 



いる。 然し 何処まで 行ったら その 「サ ァ」 だか そんな 

こと はお 源 も 考えた こと はない。 又た お 源 は 磯さん は 

ィザ となれば 随分 人の 出来ない 思き つた 大胆な こと を 

する 男 だと 頼もしが つてい る。 けれどそう ばかし 思え 

んこ とも ある。 その実 案外 意久 地の ない 男 かしらと 思 

う 場合 も あるが、 それ は 一文な しにな つて 困り抜た 時 

なさけ 

などで、 そう 思う と 情なくなる からなる ベく それ は 

自分で 打消して いたので ある。 

実際 磯吉 は 所謂る 「解らん 男」 で、 大 庭の 女 連 は 何 

う す き び 

となく 薄気味悪く 思って いた。 だから お徳まで が 磯に 

は， M る 風が ある。 これが お 源に は 言う に 言われな い 



母 を 初め 細君 娘、 お徳までの 着 変 やら 何 かに 一 しきり 

さわが い あと しん 

騒し かった のが、 出て 去った 後 は 一時に 森と なって 

やうち ひとげ 

家内 は 人気が 絶た ようにな つ た。 

どてら へこおび 

真 蔵 は 銘仙の 榲袍の 上 へ 兵 古 帯 を 巻きつけた まま 

ひ あた リ ねこ 1.3 

日射の 可い 自分の 書斎に 寝転んで 新聞 を 読んで いたが 

ひ る えんがわ 

お 午 時 前になる と 退屈に なり、 書斎 を 出て 縁辺 を ぶら 

ぶら 歩いて いると 

に い さま 

「兄 様」 と 障子 越しに お 清が 声をかけた。 

「句です」 

「ぉホ ホホホ 『何です』 だって。 お 午 食 は 何にも 有り 

ません よ」 



「かしこ 参りました」 

ほんと 

「ぉホ ホホホ 『かしこ 参りました』 だって 真実に 何に 

もな いんです よ」 

其処で 真 蔵 はお 清の 居る 部屋の 障子 を 開ける と、 内 

ではお 清が せっせと 針仕事 をして いる。 

「大変 勉強 だね」 

「礼 ちゃんの 被 布です よ、 かい 柄でしょう」 

真 蔵 は それに は 応えず、 其処 辺 を 見廻 わして いたが、 

ひあたり や 

「も 少し 日射の 好い 部屋で 縫ったら 可 さそうな もの だ 

な。 そして 火鉢 もない じ やない か」 

「未だ 手が 凍^る ほどで もありません よ。 それに この 



ちょ つと まごつ 

真 蔵 も 一 寸 狼狽いて 答に 窮 したが 

「炭の こと は 私共に 解らん で …… 」 と莞爾 微笑て その 

まま 首 を 引 込めて 了った。 

しょさ 

真 蔵 は 直ぐ 書斎に 返って お 源の 所為に 就て 考が えた 

が 判断が 容易に 着ない。 お 源 は 炭 を 盗んで いると ころ 

であった と は 先ず 最初に 来る 判断 だけれ ど、 真 蔵 は そ 

れを そのまま 確信す る ことが 出来ない ので ある。 実際 

ただ 炭 を 見て いたの かも 知れない、 通りが かりだから 

ひ と みおろ 

ツイ 手に 取って 見て いると ころ を 不意に 他人から 瞰下 

されて 理由 もな く 顔 を 赤らめた のか も 知れない。 まし 

* つろ た 

て 自分が 見た の だから 狼狽えた のか も 知れない。 と考 



えれば 考え ら れんこと もない ので ある。 真 蔵 はなる ベ 

のち き め 

く 後の方に 判断した いので、 遂にそう 心で 決定て とも 

かく 何人に もこの 事 は 言わん ことにした。 

しかし 万 一 もし 盗んで いたと すると 放 下って 置いて 

あと 

は 後が 悪かろう とも 思った が、 一度 見られたら、 とて 

も 悪事 を 続行る ， J と は 得 為す ま いと 考えた から 尚お 更 

ら この 事 は 口外し ない 方が 本当 だと 信じた。 

あそこ 

どちらに しても お徳が 言った 通り、 彼処へ 竹の 木戸 

を 植木屋に 作らした の は 策の 得た る もので なか つたと 

思 つ た。 

午後 三時 過ぎて 下町 行の 一 行 は ぞろぞろ 帰宅って 来 



ので 御座いま すよ。 それで 私 は 想 当ってる 事が ある 

きのう やぶれめ なか 

から 昨日お 源さん の 留守に 障子の 破目から 内 をち よ い 

のぞ 

と 鞭いて 見た ので 御座いま すよ。 そうすると どうで 

やぶれ ひばち 

しょう」 と、 一 段 声 を 低めて 「あの 破 火鉢に 佐 倉が 

一 一片 ちゃんと 埋 つて 灰が 被け て 有る じゃァ 御座いませ 

もうきつ と きめ 

んか。 それ を 見て 私 は 最早 必定そう だと 決定て 御 隠居 

様に 先ず 申 上げて みようかと 思い ましたが、 一 つ 係 蹄 

こっち た 

を かけて 此方で 験め した 上と 考が えました から 今日 

行って 試た ので 御座いま すよ」 と お徳 はに やり 笑った _ 

わな き 

「どんな 係 蹄 を かけた の？」 とお 清が 心配そう に 訊い 

た。 



もの だ」 と お徳が 思わず 地声の 高い 調子で 言 つたので 

老母 は 急に 

きか 

「静 に、 静に、 そんな 大きな 声 をして 聴れ たら どうし 

うし 、や 

ます。 私 も 彼処 を 開けさす の は 厭 じゃッ たが 開けて 

了 つ た 今 急に どうもな らん。 今 急に 彼処 を 塞げば 角が 

立て 面白くない。 植木屋さん も 1| 時まで あんな 

ものおき ごや ひつ こす 

物置 小屋み たような 所に も 居られんで 移転な り どうな 

リす るだろう。 そしたら 彼 所 を 塞ぐ ことにして 今 は 唯 

だ 何にも 言わんで 知らん顔 を 仕て る、 お徳 も 決してお 

源さん に 炭の 話な ど 仕ち やなり ま せんぞ。 現に 盗んだ 

ところ を 見た ので はなし 又 高が 少しば かしの 炭 を 盗ら 



に 取った 時の こと を 思う と 顔から火が出る ように 感じ 

た。 

ほんとう 

「真実に どうしたんだろう」 とお 源 は 思わず 叫んだ。 

そろそろ 

そして 徐々 逆上 気味に なって 来た。 「もし か 知れたら 

どうす る」。 「知れる もの か あの 旦那 は 性質が 良い も 

の」。 「性質の 良い は 当に ならない」。 「性質の Ini! の は 

のろま せ き こ ひと リ 

魯鈍 だ」。 と 促 急 込んで 独 問答 をして いたが 

のろま 

「魯鈍 だ、 魯鈍 だ、 大魯鈍 だ」 と 思わず 又 叫んで 「フ 

ン 何が 知れる もんか」 と 添 足した。 そして 布団から 首 

を 出して 見る と 日が 暮れて 入口の 障子 戸に 月が 射して 

ランプ つ 

いる。 けれども 起きて 洋燈を 点けよう とも 仕ないで、 



せき こ 

は 私 はどう あつ て も 言う だけ 言うよ」 とお 源 は 急 促 込 

んで 言った。 

「貧乏が 好きな 者 はない よ」 

なぜ うち きっと 

「そんなら 何故お 前さん 月の 中 十日 は 必然 休む の？ 

のま 

お前さん はお 酒 は 呑ない し 外に 道楽 はなし 満足に 仕事 

に 出て さえお くれなら 如斯 貧乏 は 仕な いんだよ。 I 

I」 

磯 は 火鉢の 灰 を 見つめて 黙って いる。 

「だから お前さんが も 少し 精出して おくれ ならこの 節 

は カリず み 力え 

のように 計量 炭 もろく に 買な いような 情ない …… 」 

お 源 は 布団へ 打 伏して 泣き だした。 磯吉 はふい と 



あさうら そ と 

起って 土間に 下りて 麻裏 を 突 掛ける や 戸外へ 飛び出し 

た。 戸外 は 月^え て 風 はない が、 骨身に 徹 える 寒さに 

磯 は 大急ぎで 新開の 通へ 出て、 七 八丁 も ゆく と金 次と 

いう 仲間が 居る、 其 家 を 訪ねて、 十 時 過まで 金 次と 将 

棋を 指して 遊んだ が 帰掛に 一寸 一 円 貸せと 頼んだ。 

明日なら 出来る が 今夜 は 一 文 もない と 謝絶ら れた。 

かえりみち まき はかりず み 

帰路に 炭屋が ある。 この 店 は 酒 も 薪 も 量 炭 も 売リ、 

大庭 もこの 店から 炭 薪 を 取り、 お 源も此 店へ 炭 を 買い 

しま 

に 来る ので ある。 新開地 は 店 を 早く 終う ので この 店 も 

最早 閉 つていた。 磯 は 少時く 此 店の 前 を 迂路々々 して 

ひとつ 

いたが 急に 店の 軒下に 積で ある 炭俵の 一 個 を ひょいと 



たんぼみ ち それ 

肩に 乗て 直ぐ 横の 田甫 道に 外て 了った。 

大 急で 帰宅って 土間に どし リと俵 を 下した 音に、 泣 

き 寝入に 寝入 つ て いたお 源 は 眼を覚 したが 声 を 出な 

かった。 そして 今の は 何の 響と も 気に 留めなかった。 

ちぐ 

磯 も そのままお 源の 後から 布団の 中に 潜り込んだ。 

翌朝に なって お 源 は 炭俵に 気が 着き、 喫驚して 

「磯さん これ はどうし たの、 この 炭俵 は？」 

「買って 来たの サ」 と 磯 は 布団 を 被って る まま 答えた _ 

朝飯が 出来る まで は 磯 は 床 を 出ない ので ある。 

「何 店で 買った の？」 

「何処 だって 可い じ やない か」 



「聞いた つて 可い じ やない か」 

「初 公の 近所の 店 だよ」 

「まァ どうして そんな 遠くで 買った の。 …… オヤお 前 

あし つか しま 

さん 今日お 米 を 買う お 銭 を 費つ て 了ゃァ しまいね」 

磯 は 起 上 つ て 「お前が やれ 量 炭 も 買えんだ の ッて八 

ま ゆうべ い 

か 間し く 言 うから 昨夜 金 公の 家へ 住って 借りよう とし 

て il つて やが る。 それから 直ぐ 初 公の 家へ 往 つたの だ。 

炭 を 買う から 少 ばかり 貸せと い つたら 一 俵 位なら 

おれん とこ おおき 

俺 家 の 酒屋で 取 つ て往 けと 大 な こ と言うから 直ぐ 

そこうち 

其 家で 初 公の 名前で 持て 来たの だ。 それだけ あれば 四 

ち 

五日 は 保る だろう」 
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